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活動の目的 

Ⅰ期目(H10.10～H13.9)の活動成果を踏まえ，Ⅱ期目の本小委員会では、木橋技術

に関して実務者に有用な情報の整備を目的に、木橋の性能照査型設計法（要求性能

を限界状態設計法）および施工・保全技術の分野に関する情報整備を行なう。その

成果を講習会のテキストとして発行する。 

これまでの 

活動状況 

・現在までの委員会・WG開催状況： 
平成14年10月から活動を始め、今までに委員会・ＷＧを20回開催した。 
最近の開催では、H17.6.10(第17回)『講習会テキストの編集』、H17.10.4(第18
回)『2期目小委員会の総括』､『木橋技術の手引き2005の総括と今後の課題』の
討議を行った。 

・委員会・WGでの主な審議内容と成果： 

木橋の新しい設計法および施工・保全の二つの分野に関するＷＧを設置して，検

討事項の精査と目次案の作成および各委員の分担執筆を行ない、平成17年6月中

旬に原稿が完成した。 

・講習会・第4回シンポジウムの開催状況： 

平成17年7月28日に木橋技術の講習会を開催し､『木橋技術の手引き2005､―木橋

の設計､木橋の施工､木橋の保全―』をテキストとして発行した｡当日､約110名の

参加者があり､また180部の講習会テキストが販売された｡ 

平成17年7月29日に「第4回木橋技術に関するシンポジウム」を開催し，20件の研

究発表と約100名の参加者があった。 

・その他： 

平成17年度土木学会全国大会において､木橋・木質構造セッションを設けた｡ 

 

 

 

今後の活動計画 

と 

目標とする成果 

 

・次回小委員会・WG開催予定：新規に設立予定の小委員会で企画 

  

・今後の活動内容：新規に設立予定の小委員会で企画 

 

・目標とする成果品：新規に設立予定の小委員会で集大成化してまとめる｡ 

 

 

 その他 

 

本小委員会の終了を平成17年11月として、新規に設立予定の「木橋の高度化技術研究

小委員会（仮称）」を立ち上げたい。また、木橋技術に関する委員会での調査・研究

活動、および平成18年7月28日（金）に開催予定の『第5回木橋技術に関するシンポジ

ウム』などの企画に時間的なブランクが生じないよう､時系列的に継続した活動を行な

いたく､親委員会にお願い致します｡ 
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序 文 

 
 

 木橋の建設を取り巻く環境は、土木学会、日本建築学会、日本木材学会、各研究機関、および土木、

建築、林業業界など多岐に亘る社会から構成されております。言わば、多種業界の技術の集積が木橋

建設を具現化していると言えます。この意味において、（社）土木学会・鋼構造委員会・木橋技術小

委員会の委員が多岐の分野に亘っていることが大きな特徴であり、各分野での技術集積は本小委員会

の目的の一つでもあります。 
 わが国では、歴史的に使用されてきた丸太や製材木橋の代わりに、集成材を使用した木橋の建設が

18年ほど前から始まりました｡そのほとんどは木歩道橋でありますが、本格的な木車道橋も多く架設

されて来ました。特に最近では、橋梁形式の多様化や長支間化，あるいは世界規模での木車道橋およ

び鋼板やPC鋼線を集成材桁に挿入したハイブリッド型断面の木車道橋も架設されるようになって来

ました｡この間の木橋建設に係わる多くの技術論に対しては、理論武装よりも企業努力による技術開

発が先行してきたことも事実であります｡そして、防腐剤、接着剤、集成材加工と製作、設計、施工、

維持管理などに係わる木橋技術は顕著な進歩を遂げております｡ 

 しかしながら、最近の木橋に関する技術進歩が著しくとも、木橋建設に係わる統合的な情報整備な

ど未だ解決すべき問題点も多く残されております。同時に、木橋の建設は「木文化の継承と創造」と

しても、経済性や耐久性などの観点から鋼やコンクリート系橋梁に対抗して行かざるを得ません。こ

れからが多種業界の英知を集積することによって問題点を克服して木橋技術を確立し、その優位性を

認識させて行く正念場と言わざるを得ないのであります。 

 木橋技術小委員会では、木橋の建設に参考になり得る啓蒙的かつ実務的な情報の整備を目的に研究

調査活動を行なって来ました｡本書の「木橋技術の手引き 2005：木橋の設計、木橋の施工、木橋の保

全」は、本小委員会の活動の一部としてまとめたものであります。内容的には、木橋の設計法，施工・

保全の技術論を統合的に情報整備し、必要に応じて平易に解説をしたものであります｡特に、木橋の

設計法に関しては、要求性能に対して限界状態設計法を基盤とした性能照査型設計法の構築を試みた

ことであります｡それは、わが国より 40 年以上も前から集成材木橋の建設が始まった欧米主要国と同

じ土俵の上で木橋の設計論が展開できる情報を早急に整備して、わが国の木橋設計法の方向性を位置

づけることであります｡また、木橋の施工技術では輸送、架設と施工管理および架設時の留意点など

の具体的な施工の技術論が記述されております｡さらに、木橋の保全技術では木材の劣化と対策、点

検、保守および耐久性向上策など維持管理で重要な保全の技術論が記述されております｡しかしなが

ら、木橋の技術開発とその情報整備は途上の段階であり、本書に記述されている技術論は未だ確立さ

れていないことを否めません｡更なる技術開発のために、関係諸氏のご意見を賜りますれば幸い存じ

ます｡ 

 上述のような木橋技術の更なる発展が要望されている時期、木橋技術に関する啓蒙的かつ実務的な

情報の整備は時宜を得た内容であり、木橋の普及と発展の意味において、工学的に有用でかつ重要な

知見を提示しております。本書を土台に、木橋に関する技術の更なる発展を祈念するものであります。 
 最後に、木橋技術小委員会の委員および執筆協力を賜りました委員、また本小委員会の開催を始め

講習会やシンポジウムの開催に当たってご尽力を賜りました土木学会事務局の丸畑明子様と佐々木 
淳様など、関係各位に対しまして敬意と謝意を表する次第であります。 
 

                              平成17年7月28日 
                              土木学会 鋼構造委員会 

                              木橋技術小委員会 

                              委員長  本 田 秀 行 
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